
１ 工 事 名 称 山形市公設地方卸売市場受水施設解体工事

※ ２部

・

Ⅱ 解 体 工 事 仕 様
１．共通仕様

Ⅱ 解 体 工 事 仕 様

※ アスベスト成形板使用部位 ※ アスベスト成形板の種類，層の厚さ

１

１．施工調査
調査箇所 ※ 図示
調査事項

※ 更衣室等の仮設計画 ※ 廃棄物などの搬出方法 ・
（調査結果は，図面に記録し，監督職員に提出すること。）

※ 行う

・ 行わない。

２．除去工事 適用箇所 ※ 図示

３．除去工法 ・ 図示
※ (財)日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術

測定
４．アスベスト粉じん濃度

測定の時期・場所等

※ 下表による ・ 行わない

適
用

測定
名称
測定１

測定２

処理作業前

処理作業前

処理作業中測定３

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外の
附近

※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点

測定４ 負圧・粉じん装
装排出吹出し口
（出口吹出風速

下の位置）
測定５ 処理作業室外

（敷地境界附近）
測定６

測定７

測定８

処理作業室内

調査対象室外部
の附近

処理作業室内

処理作業中

処理作業後

１週間以降

処理作業後

処理作業後

シート撤去後

シート撤去後
１週間以降

（注１）

（大気）

（注１）

（注１）

（大気）

※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点

※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点
※ ２点 ・ 点

点測 定 点 総 計

※ ２点 ・ 点

測定点は，監督職員との協議
による

測定時期 測定場所測定場所 室 名 等
（各施工箇所ごと）

測定点

・

・

・

・

・

・

・

注１:各施工箇所（室）毎に室面積300㎡以下までは2点を基本とする。ただし，300㎡を超える場合には，

なお，表の測定箇所は，測定5を除き各工区毎とする。また，周辺状況等により上記によりがたい
300㎡毎に1点を加える。

場合は，監督職員と協議による。

測定方法
アスベスト粉じん濃度の測定方法は，「改修標準仕様書」表9．1．2による。ただし，測定にかかる試料の透明

化は，アセトン － トリアセチン法による。

測定機関
都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関又はこれと同等の技術を有する者

計数分析
作業環境測定し又はこれと同等の技術を有する者

報告書
３部作成

・ 「審査証明書」内容による

５．セキュリティーゾーン
の設置(作業場との隔離)

適
用 室 名

保護衣等着脱室

休 憩 室

前 室

更 衣 室

負圧

負圧

負圧

状 態

※

※

※

※

設置すべき機器等

・
・

・

・

・
・
・
・
・
・

・
・

・ 保護具等収納設備

・ 高性能真空掃除機

※ 十分に湿らせたマット
※ 衣服用ブラシ
※ 真空掃除機
・

※ 保護衣等着脱室と兼ねることが出来る
・ 前室と兼ねることが出来る

６．洗浄設備等

・
・・・

７．保護衣等

・・

８．作業場の飛散防止措置 作業場の隔離

※ 床面

※ 壁面

※ 0.15㎜以上のプラスチックシート等で二重
・
※ 0.08㎜以上のプラスチックシート等

粉じん飛散抑制剤等の噴霧 ※ 行う（ ） ・ 行わない

負圧・粉じん装置 ※ 行う（ ） ・ 行わない

表示・掲示
更衣室等の入口等，見易い箇所に次の表示・掲示を行う。

※ 石綿作業主任者氏名と職務内容 ※ 関係者以外の立入禁止 ※ 禁煙・飲食の禁止
※ 「アスベスト処理中」表示 ※ アスベストの人体に及ぼす作用
※アスベストの取扱上の注意事項 ※ 使用すべき保護具

９．その他 作業管理者の選任
特定化学物質等作業主任者の資格を有する者の中から「石綿作業主任者」を選任しなければならない。

作業員の健康診断

康診断に基づくじん肺健康診断(３年以内に１回)を受診した者とし，診断の結果，肺機能に以上がない者とする。

作業員の教育

石綿障害予防規則(以下，「石綿則」という。）に基づく特殊健康診断(６ヶ月以内に１回定期に受診)とじん肺健
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１．施工調査
調査箇所 ※ 図示
調査事項

※ 行う

２

※ アスベスト使用部位 ※ アスベスト層の厚さ ※ 施工範囲と工事管理区分
※ アスベスト成形板仕様数量 ※ 施工範囲と工事監理区分 ※ 廃棄物などの搬出方法 ・

（

ア

ス

ベ

ス

ト

成

形

板

処

理

工

事）

２．除去工事

３．除去工法 作業条件

※ 湿潤状態とすること
※ 保護メガネの着用

４．作業場の飛散防止措置 作業場の隔離
※ 出入口の閉鎖
※ アスベスト成形板の保管場所の確保

掲示・表示
以下の掲示・表示を行う。

※ 作業範囲の出入口に「呼吸用保護具着用」「アスベスト含有成形板除去中」「関係者以外の立入禁止」
の掲示を行う。

※ 保管場所に，「アスベスト成形板保管場所」の表示を行う。

作業管理者の選任
特定化学物質等作業主任者の資格を有する者の中から「石綿作業主任者」を選任しなければならない。

５．その他

作業員の教育
作業員は，就業時に石綿則第２７条に基づく教育を受けたものとする。

処理作業中

<9.1.2>

<19.1.2><表9.1.1～2>

<表9.1.1>

<9.1.3>４ ４

２．施工計画書等

３．発生材の処理等

１．解 体 工 法

２．交通誘導員

１．仮囲い

16. 不法無線局の排除

15．公共事業労務費調査に
対する協力 必要な協力を行う。また，本工事の工期経過後においても同様とする。

本工事の工期経過後においても同様とする。

ておく。

の下請負人を含む。）が上記同様の義務を負う旨定める。

請負者は電波法令を遵守し，不法無線局を搭載した車両を使用してはならない。

・ 設ける （位置、延長等は図示） ・ 設けない

・ 防音パネル（H= ）

・ 波形鉄板 （H= ）

・配置しない

・ 解体工法は，低振動・低騒音型の機械器具等の選定を心がけ，防音シートや散水等により騒音・振動の減少、
粉塵の防止に努めること。

・ 解体方法及び手順は，「分別解体等に係る施工方法に関する基準（建設リサイクル法規則第２条）」による。

工程表・施工計画書・仮設計画書等は，工事契約後速やかに監督職員に提出し，承諾を得ること。

14．火災保険等 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

保険期間
保険の種類 ・ 火災保険

※ 工事着手から工事目的物引き渡しまで
※ 建設工事保険 ・

・

２

仮

設

工

事

３．

解

体

方

法

・

発

生

材

処

理

等

本工事の一部について下請契約を締結する場合には，当該下請工事の受注者（当該下請工事の一部に係る二次以降

則を作成するとともに賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行っ
公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう，労働基準法等に従って就業規

調査票等を提出した事業所を事後に訪問して行う調査・指導の対象に該当した場合，その実施に協力する。また，

本工事が公共事業労務費調査の対象工事となった場合，調査票等に必要事項を正確に記入し監督職員に提出する等，

分 類 サイズ 部 数 提 出 様 式
※ カラー ※ Ｌ ※工事用アルバムA4版ポケット式程度

・ ２Ｌ ・フリーアルバム
・ 白黒 ・ 六切り ・ 部 （台紙寸法323×270程度）

・

分 類 サイズ 撮影箇所数 部 数 提 出 様 式
※ カラー ※ Ｌ ※工事用アルバムA4版ポケット式程度

・ ２Ｌ ・フリーアルバム
・ 白黒 ・ 六切り ・ 部 （台紙寸法323×270程度）

・

13．完 成 写 真

・ 作成しない

所 在 地 (km)種 類 受 入 れ 施 設 名 所 在 地 (km)種 類 受 入 れ 施 設 名

所 在 地 (km)
・
・
・

種 類 受 入 れ 施 設 名 所 在 地 (km)
・
・
・

種 類 受 入 れ 施 設 名

所 在 地 (km)
・
・
・

種 類 受 入 れ 施 設 名 所 在 地 (km)
・
・
・

種 類 受 入 れ 施 設 名

・ 建設発生木材
・ ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から

成る建設資材
・

・ コンクリート
・ ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ 引渡しを要するもの （ ）

受入れ施設名・所在地(km)
・ 特別管理産業廃棄物 （ ）

・ 現場において再利用を図るもの （ ）

再資源化を図るもの

その他の廃棄物 （安定型）

その他の廃棄物 （管理型）

建設副産物情報交換システムへの登録（請負代金額が100万円以上の場合）

・ 労働災害及びその他の事故発生等を防止するための注意と，常時の点検を行い，作業員に徹底させること。５．その他

４．整地工事

・ 毎日工事打合せを実施し，公害及び第三者に対する事故防止に努めること。

（1.3.8）

ヒ素又はダイオキシン含有石膏ボードの処理

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
ヒ素又はダイオキシン含有石膏ボード ・ 有（図 示） ・ 無

＜対象となる石膏ボード＞
小名浜吉野石膏（株）いわき工場 昭和４８年～平成９年４月の間に製造されたもの
日東石膏ボード（株）八戸工場 平成４年１０月～平成９年４月の間に製造されたもの
指定する処分場
【名称： 所在地（㎞ 】

アスベストの処理

アスベスト成形板除去工事 ・ 有（図 示） ・ 無
受け入れ施設名・所在地（㎞）

受け入れ施設名・所在地（㎞）
吹き付けアスベスト除去工事 ・ 有（図 示） ・ 無

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・（数量 ） ・ 無
ＰＣＢ含有製品の処理

建設リサイクル法

・ 対象外工事

落札が決定した業者は，分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び
※ 対象工事

工程程表を作成し，契約締結前に，契約担当者等に説明書を提出するものとする。また，特定建設資材廃棄物
の再資源化等が完了したときは，建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。

・ 適用しない

※ 適用する

建設情報総合センター建設副産物センター）にテータ入力を行う。
施工計画時，工事完成時及び登録情報の変更が生じた場合は速やかに建設副産物情報交換センター（㈱日本

計画書に含め，かつ当該システム工事登録証明書を監督職員に提出しなければならない。
入力した工事にあたっては，当該システムにより再生資源計画書及び再生資源利用促進計画書を作成し施工

職員の指示に基づき監督職員に引き渡すこと。（鉄箱は請負者負担）
有の場合，電気照明等ＰＣＢを含有する機器は，当該部分を取り外して鉄箱に収め，所定の表示を行い，監督

（除去）」の審査証明書(以下，「審査証明書」という。)を取得している工法と同等の飛散防止を行える工
法とすること。

・ 「審査証明書」内容による
※ 下表による

・ 「審査証明書」内容による
※ 下表による

※ 洗顔
※ 更衣設備

※ 洗身
※ 更衣洗濯

※ うがい

・ 「審査証明書」内容による
※ 下表による

※ 保護衣
※ 通勤衣保管ロッカー
※ プラスチック袋

※ 沓カバー又はゴム長靴
※ 呼吸用保護具

※ ゴム手袋
※ 呼吸用保護具保管庫

・ 「審査証明書」内容による
※ 下表による

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。
・印と※印のついた場合は、共に適用する。

章 項 目 特 記 事 項章 項 目 特 記 事 項

１．一 般 事 項

・ 工事着手前に近隣住民等へ周知すること。

・ 工事にあたっては，近隣住民や通行人に対する安全の確保に努めること。
・ 工事にあたっては，騒音規制法等の関係諸法令を遵守し、必要な措置を講ずること。
・ 工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は，監督員に報告の上，指示に従うこと。
・ 工事に伴う官公庁への届出等の手続き（その費用を含む。）及び工事用電気・水道等の使用に係わる費用は、

請負業者の負担とする。
・ 工事による発生材は，産業廃棄物処理法，建設リサイクル法等の関係諸法令を遵守し，監督員の承諾を得て

ること。
・ 請負業者は、監督員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の円滑な進捗を図ること。

１

一

般

共

通

事

項

・・

・ 無

）

・ 無

）

２．工事実績情報の登録

３．施工体制

４．電気保安技術者

５．施 工 条 件

６．公 害 対 策

※ 適用する（請負精算額が500万円以上の場合） ・ 適用しない

施工体制台帳の写しを提出する。
※ 施工体系図を工事現場の見やすい場所に掲示する。

・ 適用する ※ 適用しない

部位別施工順序
施工時期・時間の制限 ・ 指定しない

・ 無
）

・ 無
※ 指定あり （建設リサイクル法による）

・ 無
・ 有（図示）
・ 指定しない

・ 有（図示）
工事用車両の駐車場所
資機材置場所
関係機関等との協議の未成立事項

・ 有（内容：関係機関等との協議結果・特定条件の付加
・ 無
・ 有（内容： ）

）

・公害防止（騒音，振動，水質等）の施工方法，機械施設，作業時間等の制限についての施工条件
（内容：

(1.1.4)

(1.1.5)

(1.3.3)

(1.1.7)

(1.3.5)

(1.3.7)

※ 建設機械の排出ガス対策
次の建設機械（ディーゼルエンジン（出力7.5kw～260kw）を搭載したものに限る。）は，排出ガス対策型を使用

する。なお，施工実施にあたり，排出ガス対策型を使用しない場合は，変更契約の対象とする。
バックホウ，車輪式トラクタショベル，ブルドーザ，可搬式発動発電機，可搬式空気圧縮機，

油圧ユニット（以下に示す基礎工事用機械のうち，ベースマシンとは別に，独立したディーゼル
エンジン駆動の油圧ユニットを搭載したもの：油圧ハンマ，バイブロハンマ，油圧式鋼管圧入
・引抜機，アースオーガ，オールケーシング掘削機，リバースサ－キュレーションドリル，アー
スドリル，地下連続壁施工機，全回転型オールケーシング掘削機），ロードローラ，タイヤロー

(1.3.7)

工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するとともに，別に指示する
「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。

工事経過報告書を、毎月１回監督職員に提出する。
内容：日誌，天候，工事進捗状況，工事進捗状況写真，その他監督職員の指示する事項

(1.3.7)

工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するとともに，別に指示する
「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。

工事経過報告書を、毎月１回監督職員に提出する。
内容：日誌，天候，工事進捗状況，工事進捗状況写真，その他監督職員の指示する事項

７．安 全 対 策

８．環 境 対 策

９．工事現場のイメージア
ップ

11．工事経過記録の報告

12．完成図等

交通安全施設等の指定
占用埋設物との近接工事による施工方法，作業時間の制限

・ 有（図示） ※ 無

・ 有（内容： ） ※ 無
※ 実施する安全訓練等の実施

工事着手後，原則として作業員全員参加により，月当たり半日以上の時間を割り当て安全訓練等を実施する。

・ ＩＳＯ１４００１対象工事
施工計画書中の環境対策の項目に環境配慮計画書を記載し，現場においては特に環境に配慮する。

・ 対象外工事

・ 行う（内容： ） ・ 行わない

・ 実施しない

10．事 故 報 告

(1.3.7)

(1.3.10)

ラ，振動ローラ，ホイールクレーン

・

※ 一次下請契約額の総額が3,000万円（建築一式工事の場合は，4,500万円）以上の場合は，

調査範囲 ※ 図示
を調査・記録し，報告書を監督職員に提出すること。

３）特記事項に記載の［ ］，（ ）及び< >内の表示番号は，それぞれ「解体共通仕様書」，「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」の
当該項目，当該図又は当該表を示す。

特 記 仕 様 書

Ⅰ 工 事 概 要

４ 主 要 用 途

５ 敷 地 面 積

特 記 仕 様 書

Ⅰ 工 事 概 要

４ 主 要 用 途

５ 敷 地 面 積

石綿等の取扱いについては，石綿障害予防規則（平成１７年２月２４日厚生労働省令第２１号）を遵守すること。

（以下，「解体共通仕様書」という。）による。ただし，解体共通仕様書に記載されていない事項は，「公共建築工事標準仕様書（国土交通

関連工事等による施工時期の調整

※ 学校の敷地内では，喫煙はできない。

撮影箇所数

・ 万能鋼板 （H=2,000程度 ）
・ 単管シート（H=2,000程度 ）

発生材の処理

・ 基礎等の地中工作物の解体に伴う掘削跡は、現場発生土及び購入土（山砂利）を用いて埋め戻すこと。

防火地域等（・防火 ・準防火 ・指定なし ・２２条）
その他の地域・地区（ ）

都市計画区域（・内 ・外） 用途地域（
防火地域等（・防火 ・準防火 ・指定なし ・２２条）
その他の地域・地区（ ）

都市計画区域（・内 ・外） 用途地域（３ 用 途 地 域 等

８ 別 途 工 事（調 査）

７．そ の 他

・ 行わない

・ 解体撤去後は、現況地盤高に整地すること。

８．その他

７．工事用通路

６．工事用電力

５．工事用水

４．工事表示板

３．監督職員事務所 ※ 設けない
・ 設ける

・ 既存建物内の一部を使用する。
・ 構内に新設する （規模 ㎡程度）

構内既存の施設 ・利用できる（※有償 ・無償） ※利用できない

構内既存の施設 ・利用できる（※有償 ・無償） ※利用できない

・ 酸素・アセチレン・軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に保管すること。
・ 作業通路は，指定通路表示を行い，足場等の堅固なもので頭上の保護を行うこと。
・ 建物周辺は，粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。
・ 工事に関係部分の出入の表示を行うこと。

設置枚数 １枚
・ 建設リサイクル法による標識を設置する。

・ 備え付ける備品 （ ）

職種（ ・ 交通誘導員Ａ ・ 交通誘導員Ｂ）

省大臣官房官庁営繕部監修 平成２２年版」（以下，「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（国土交通省大臣官房
官庁営繕部監修 平成２２年版」（以下，「改修標準仕様書」という。）による。

・ 工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の外の状況（地盤，擁壁，外壁，土間，建具等）

・ 有（内容：

適用箇所 ※ 校舎外部煙突内（石綿ｾﾒﾝﾄ円柱 位置はは図面参照）

※ 機械・手ばらし併用

７ 工 事 の 内 容

２ 工 事 場 所 山形市大字漆山1420

卸売市場

貯水槽解体工事（植栽撤去工事含む）

管理棟受水槽解体工事（塗装復旧工事含む）

※ 完成図面電子データJWW形式又はDXF形式

※ 青焼２つ折製本 ２部

※ 青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本 ２部

・ マイクロフィルム 部

・ 青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入） 部

※ 完成原図 １部

・ キャスターゲート １ 箇所

・配置する（ ）

※指定しない ・指定する（協議）

項 目
工 種

備 考建 築 電 気 機 械

同上架台受け基礎の解体・撤去・処分

設備機器及び配管・配線の撤去処分

躯体撤去処分の埋戻し

植栽の撤去・処分 切株処分を含む

施 工 区 分 （解体工事分）

若しくはTIFF形式（解像度300DPI程度） CD1枚

受水槽本体及び同架台の撤去・処分

同上撤去後の躯体貫通穴のふさぎ

建物及び地下水槽の解体・撤去・処分

解体建物に付属する設備機器等の撤去・処分

TITLE DATE

No.SCALE

山形市まちづくり推進部建築課

係係 長課長補佐課 長
作業員は，就業時に石綿則第２７条に基づく教育を受けたものとする。

●

●

● ●

● ●

●

●

● ●

●

*

特記仕様書

Ｈ２３.１０

Ａ-０１

128,119.06 ㎡

山形市公設地方卸売市場受水施設解体工事

６ 建 物 面 積 -

工業地域 ）

・ シート張り（H=1,800 ）

監督職員との協議による

※ 作成する（ 監督職員の指示による） ）

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて「建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 平成２４年版）」

・ 工事受注者は，工事着手前に当該工事に必要な労働者数を当該地域を管轄する公共職業安定所に届け出ること。
・ 工事受注者は，公共職業安定所の紹介による失業者の雇用に努めること。
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A

Scale

全 葉設計年月調 査承 認 設 計
管理建築士

一級建築士

登録第 号

備 考 Ｎｏ．

Spirit Of Place

PONMLKIHGFEDCB

配置図・案内図

宮城県知事登録

空間設計関
工事名

図面名称

J

A - 02

第 号06X10192
152538

Ａ－３：１／２０００

Ａ－１：１／１０００関・渡邉
渡邉 宏

若松

道路境界線

２５ 魚腸骨作業所

２６ 冷蔵庫
２７ 資材倉庫２９ テント

６ 管理棟

高架橋

正門

２４ ポンプ庫（２）

駐車場

駐車場

２２ 荷受上屋

２０ 荷積場－３ ２１ 荷積場－４

駐車場

駐車場
国道

１３号線

駐車場

１３ 水産倉庫

１０ 倉庫

駐車場
駐車場

隣地境界線

１８ 荷積場－１ １９ 荷積場－２

１２ 水産冷蔵庫２

駐車場 駐車場

１５ 外便所－１

８ バナナ加工場

駐車場

隣地境界線

駐車場

水産 仲卸売場

通路

水産 卸売場

通路

１７ 卸売場棟

青果 仲卸売場

通路

青果 卸売場

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

車庫

物置

自転車置場

プロパン庫

管理棟

バナナ加工場

貯水槽棟

倉庫

水産冷蔵庫１

水産冷蔵庫２

水産倉庫

守衛ＢＯＸ

外便所－２

外便所－１

ポンプ庫（１）

ＲＣ造

ＣＢ造

Ｓ造

Ｓ造

ＲＣ造

ＲＣ造

ＲＣ造

ＲＣ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造
ＲＣ造

Ｓ造

ＲＣ造

ＲＣ造

ＲＣ造

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

５階建

ＲＣ造 平屋建

附属店舗

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

卸売場棟

荷積場－１

荷積場－２

荷積場－３

荷積場－４

荷受上屋

17-1 １Ｆ

25

２６

２７

２８

魚腸骨作業所

冷蔵庫

資材倉庫

選果場

構造 階数階数構造

ＲＣ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

Ｓ造

木造

ＣＢ造

３階建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

平屋建

処理作業所

発泡スチロール

ポンプ庫（２）

既存床面積表

９ 貯水槽棟

１１ 水産冷蔵庫１

１６ 外便所－２

１４ 守衛ＢＯＸ

隣
地

境
界

線

５ プロパン庫

４ 自転車置場

３ 物置

２ 車庫

１ ポンプ庫（１）

浄化槽

撤去建物

２９ テント

30 倉庫

Ｓ造 平屋建

平屋建Ｓ造プレファブ

２８ 選果場

発泡スチロール処理作業所

木皿

山形電波高専

高橋中

山形刑務所

添山駅

山
形

バ
イ

パ
ス

山
形

新
幹

線

文

文

山形市 公設地方卸売市場

案内図

施工地：山形市公設地方卸売市場

１：１０００配置図

警察学校

至天童至天童

至山形

文
県立保健医療大

仙山線

至山形市街

至山寺

２３

受水槽撤去

ネットフェンス撤去

７ 附属店舗

Ｈ＝１，５００

山形市公設地方卸売市場受水施設解体工事

３０ 倉庫

H.23.10 10

市 道（幅員 12ｍ）

（幅員 26ｍ）

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ復旧
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A

Scale

全 葉設計年月調 査承 認 設 計
管理建築士

一級建築士

登録第 号

備 考 Ｎｏ．

Spirit Of Place

PONMLKIHGFEDCB

宮城県知事登録

空間設計関
工事名

図面名称

J

A - 03

第 号06X10192
152538

Ａ－３：１／２００

Ａ－１：１／１００木皿関・渡邉
渡邉 宏

若松

ポンプ室

備 考

金 物

硝 子

材 質

型 式

見 込

両開き框戸

丁番・ＤＣ・握玉シリンダー錠

アルミシルバー

ＰＷ－６．８

70

腰：アルミパネル

片開き框戸

丁番・ＤＣ・握玉シリンダー錠

アルミシルバー

ＰＷ－６．８

70

腰：アルミパネル

ガラリ付 片開き框戸

丁番・ＤＣ・握玉シリンダー錠

アルミシルバー

ＰＷ－６．８

70

腰：アルミパネル

ガラリ付

符号・位置・個数

１／１００撤去建具表

受水槽室
AD

1
1

AD

2
1 ポンプ室

AD

3
1受水槽室

形状・寸法

南 立面図 1/100 東 立面図 1/100

ａ－ａ 断面図 1/100 ｂ－ｂ 断面図 1/100

屋根：ガルバリウム鋼板嵌合式折版

断熱材裏打ち Ｈ８０ Ｗ２００

ｔ５０ Ｗ５００ タテ貼り

外壁：押出成形セメント板

外壁：カラー鉄板サイディング

人通口 人通口

受水槽室 受水槽室

受水槽

受水槽

通 路

ポンプ室

受水槽室

受水槽

Ｈ－ ２０ ０× １０ ０× ５． ５× ８

Ｈ －４ ３４ ×２ ９９ ×１ ０× １９
ＳＣ１ ＳＣ１

ＳＢ１ ＳＧ１

ＳＢ１

外壁：カラー鉄板サイディング

屋根：ガルバリウム鋼板嵌合式折版

Ｈ８０ Ｗ２００

Ｈ８０ Ｗ２００

断熱材裏打ち

断熱材裏打ち

屋根：長尺カラー鉄板 瓦棒葺き

屋根：長尺カラー鉄板 瓦棒葺き

ｔ５０ Ｗ５００ タテ貼り

ｔ５０ Ｗ５００ タテ貼り

外壁：押出成形セメント板

床：コンクリート金ゴテ

Ｄ１０＠２００タテヨコ

外壁：コンクリート打ち放し

外壁：コンクリート打ち放し

西 立面図 1/100

軒裏：カラー鉄板サイディング

アクリルリシン吹付

アクリルリシン吹付

アクリルリシン吹付

外壁：コンクリート打ち放し

土間コンクリート

ＳＵＳ３０４ ３２φ

水槽内仕上：床・壁

マンホール下補強 １，０００□

1/50矩計図

フードバルプ下補強版＋

軟質塩化ビニールライニング鋼板ｔ１．９

金ゴテ

1/100

タラップ

ＭＨ４５０φ

タラップ

ＭＨ４５０φ

４００φ×Ｈ３００

カマ場 １０００×１０００

人通口

人通口

人通口

人通口

ドレン □－１００

ドレン □－１００

ドレン □－１００

ドレン □－１００

通気 □－１００

通気 □－１００

通気 □－１００

人通口

カマ場 ４００φ×Ｈ３００

人通口人通口

軟質塩化ビニール系シート

ｔ１．０貼り

水槽内仕上：床・壁

タラップ

ＭＨ６００φ

ＭＨ４５０φ

８ ００ ０× ５００ ０× Ｈ２ ００ ０

ＣＰＬ蓋
６００□

AW

1

AW

1

AD

3

AD

1

AD

2

SF

1

ポンプ室

1/100

ｂ

タラップ
ＭＨ４５０φ

架台

Ｃ１Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

ＳＣ１

ＳＣ１
ＳＣ１

ＳＣ１

受水槽室
受水槽

Ｈ －４ ３４ ×２ ９９× １０ ×１ ９

Ｈ－ ２０ ０×１ ００ ×５ ．５ ×８

土間コンクリート

ａ ａ

Ｈ＝３００

高木（サワラ）

幹回り ８００～８５０程度 幹回り ３００程度

樹高 ６，０００程度

植え込み（ツゲ 他）

葉張り １，０００～１，２００程度

中木（ポプラ）

64 3

3

3

3

× × × × ×× ×

（５本） （１本） （２２株程度）

樹高 １，０００～１，２００程度程度

ｂ

SF

1 受水槽室 1

ステンレス３方枠

２３０×２５

引違アルミサッシ

クレセント

アルミシルバー

ＰＷ－６．８

70

AW

1 受水槽室 2

アルミガラリ

アルミシルバー

70

受水槽室 1
AG

1

AG

1

外壁：押出成形セメント板

アルミパンチングメタル

アルミパンチングメタル

Ｇ１Ｇ１ 屋根：ガルバリウム鋼板嵌合式折版

外壁：カラー鉄板サイディング

外壁：カラー鉄板サイディング

解体撤去 地下水槽平面図

北 立面図 1/100

1/100解体撤去上屋 立面図

解体撤去 １階平面図

下部：コンクリートスラブ

現況 草地

現況 草地

根伐り良質土及び山砂にて埋め戻す事。

＜解体撤去工事＞

解体撤去跡は現況仕上げ高まで、

樹高 １２，０００程度

ｔ１．０貼り軟質塩化ビニール系シート

（押え金物止め）

タラップ

Ｌ形側溝５５０

Ｌ形側溝５５０

フープ９φ＠２００

８－Ｄ１９

Ｃ１：５００×５００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｇ１：３００×６００

ＳＣ１：Ｈ－１００×１００×６×８

ＳＧ１：Ｈ－１９８×９９×４．５×７
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【第2回入札説明書等に関する質問の回答添付資料-4】




